
　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

１番 １７番
坂口　洋之
議員

１
.

本市のひきこもり若者等の
支援策の相談支援策の充
実について

(1) 本市の現在のひきこもり支援策の取
り組み状況と自立支援に向けての
課題は何か伺う。

市長

(2) 相談事業をNPO法人ルネス鹿児島
に委託されているが、今後の支援策
にどう生かしていくのか伺う。

市長

(3) 日置市女性センターに、ボランティ
アを中心とした運営のさまざまな市
民の悩みを聞く、寄り添いカフェを
月２回程度、設置できないか伺う。

市長

(4) 人間関係が苦手で就労がうまくいか
ない若者･中年のケースも見られる。
市･社協･ハローワークとの連携の状
況はどうか。

市長

(5) 成人の方で生活する上で発達障が
いの可能性があるのではないかと思
われる相談事例はないか。

市長

2. 小中学校の学校教職員のメ
ンタルへルスとその支援策
について

(1) 令和元年から令和３年度までの学
校教職員の鹿児島県･日置市のメン
タルヘルスが要因の休職者の状況
と、その主な理由は何か。

教育長

(2) 学校職場の人間関係･保護者･学
級･部活動運営に悩む教職員は近
年、多いと考えるが、現状について
認識を伺う。

教育長

(3) 学級･部活動運営における保護者･
児童・生徒とのトラブル等があった
場合の対処方法についての本市の
考えを伺う。

教育長
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3. 本市の社会教育体育施設
（体育館･運動公園･野球
場･サッカー場等）の利用の
あり方について

(1) 日置市内に現在３つ（伊集院･日
吉・吹上）の総合体育館がある。特
に土日祝日･夏休み等の長期休暇
の時期に市民の方から利用の予約
がとりにくいという市民の声が寄せら
れた。団体･個人からの予約につい
て、ご意見等はないか伺う。

教育長

(2) 日置市民の利用･市外の方の利用
状況はどうか。また利用料の減免申
請の状況はどうか伺う。

教育長

(3) 社会体育施設の維持管理コストと、
老朽化･受益者負担のあり方につい
て考え。将来的な運営についてど
のように考えているのか、市長･教育
長に伺う。

市長
教育長
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２番 ５番
下園　和己
議員

1. ゆーぷる吹上の諸課題解決
について

(1) ゆーぷるは、現在、商工観光課所
管であるが、町民の健康増進施設と
して整備した経緯があるので、今後
は、ゆすいんと同じく福祉課が所管
すべきと考えるがどうか。

市長

(2) サウナ・水風呂・かけ湯が今年の１
月下旬よりストップし、吹上地域の市
民が南さつま市等へ仕方なく出向く
事態が発生している。水量の問題も
あろうが、いつまで待てば利用でき
るようになるのか。

市長
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３番 １９番
漆島　政人
議員

１
.

周辺部の人口減少対策と活
性化策について

合併の主な目的は、「4地域が持つ
地域資源や特性を活かすことで、均
衡ある町の発展につなげることと、
類似施設の統廃合や事務事業の一
本化及び効率化を図ることで財政
基盤を強化していく」このことだった
と記憶している。
しかし、目的達成には程遠い状況
にあるのでは。
次の世代に責任を持って引き継ぐ
ためにも、また新たな日置市を切り
開いていくためにも、この２つの問
題は改善すべき重要課題であると
認識する。

(1) 有効な策を今で講じなければ住民
の街づくりへの関心や意識はさらに
低下し、結果的に日置市全体の衰
退が懸念される。
その対策案として、各地域に財源と
権限を与え、地域の実情に詳しい、
また愛着の深い地域住民に地域づ
くりを委ねる制度作りが有効策と考
えるが、市長の見解は。

市長

2. 改革改善が求められる公共
施設の今後の運営方針に
ついて

(1) 財政運営が厳しさを増していく中
で、財政健全化計画外に新たに財
源を必要とする課題が今後出て来
ることも想定すべきである。
そこで、一般会計からの持ち出しが
多い下記の公共施設について今後
の運営方針を伺う。

市長
教育長

ア　「吹上砂丘荘・ゆーぷる吹上・健
康づくり複合施設ゆすいん・B&G海
洋センターの今後の運営方針は。

イ　運動施設運営に係る維持管理
運営費の収支改善策は。
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４番 ４番
長倉　浩二
議員

1. 日置市の農業施策の現状と
課題について

(1) 日置市内のサツマイモ基腐病の発
生状況はどうなっているか。

市長

(2) サツマイモ基腐病が本市経済に及
ぼす影響についてどのように考える
か。

市長

(3) サツマイモ基腐病に対する本市独
自の支援策は、考えないか。

市長

(4) オリーブ事業の現状と課題をどのよ
うに捉えているか。

市長

(5) オリーブ事業の目指すべき理想と
する状態をどのように考えている
か。また登山に例えると、現在の状
況は、その理想の何号目に達して
いると考えるか。

市長

(6) 今年度日置市で開催される全国オ
リーブサミットは、本事業展開上どの
ような位置づけか。またサミットでは
本市のどのような取り組みをアピー
ルし、いかにオリーブの魅力を高め
ていくと考えるか。

市長
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５番 ２番
元山　寿哉
議員

1. 徳重工業団地の現状につ
いて

(1) 昭光エレクトロニクス株式会社誘致
以降、徳重工業団地内における、そ
の後の立地協定の締結状況を伺
う。

市長

(2) 協業組合ユニカラー誘致以降の誘
致企業の操業開始予定日を伺う。

市長

(3) 全社操業後の地元雇用者数、税
収、経済波及効果試算を伺う。

市長

(4) 全社操業後の従業者総数、駐車台
数総数を伺う。

市長

(5) 周辺交通環境の対策を伺う。 市長

2. 保育園待機児童について (1) 待機児童の定義、現状について伺
う。

市長

(2) 保育園数、定員増は検討できない
か。

市長
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６番 １８番
並松　安文
議員

１
.

害虫駆除対策支援について (1) イヌマキ等に発生するキオビエダ
シャクが異常発生している本市の発
生状況や被害状況を伺う。

市長

(2) 県や近隣自治体との被害状況等の
情報交換や駆除対策等の検討はさ
れているのか伺う。

市長

(3) キオビエダシャクの駆除は、一斉に
しないと効果がない。薬剤等に補助
する考えはないか伺う。

市長

(4) ヤンバルトサカヤスデの発生状況に
ついて伺う。

市長

(5) 本市での発生状況を市民へ情報提
供しているのか伺う。

市長

(6) その他の害虫等の発生について、
市民からの情報や苦情はないか伺
う。

市長

2. 通学路等の交通安全対策
について

(1) 警察・学校・保護者での通学路危険
箇所診断の結果状況を伺う。

市長
教育長

(2) 通学路危険箇所診断の中で、歩道
施置が必要と診断された箇所は無
かったか伺う。

市長
教育長

(3) 児童生徒が、安全に登下校できるよ
うに整備する必要があると思うが、伺
う。

市長
教育長
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７番 ９番
重留　健朗
議員

1. 防災管理官について (1) 元自衛官１尉以上「地域防災マ
ネージャー」の採用はできないか伺
う。

市長

2. 妙円寺団地の管理状況に
ついて

(1) 妙円寺団地の道路維持管理につい
て伺う。

市長

(2) 妙円寺団地の植栽の維持管理につ
いて伺う。

市長

3. 小・中学校のプールの維持
管理について

(1) 小・中学校プール維持管理の負担
が大きい中、今後、民間経営等の
プールへの使用移行はできないか
伺う。

市長
教育長
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８番 １１番
山口　政夫
議員

1. 温泉給湯条例及び温泉給
湯事業特別会計について

(1) 市有泉源の運営を適切に行うため
吹上温泉審議会条例を制定してい
る。平成２８年市営公衆浴場閉鎖の
時に審議会を開催し、温泉給湯事
業のあり方についてどの様な協議が
なされたのか伺う。

市長

(2) 吹上町公衆浴場運営から６３年、給
湯条例制定から５４年、温泉給湯事
業特別会計条例制定から４４年が経
過し、当時と時代背景•社会背景•生
活環境•経済状況と大きく激変して
いる。市長は温泉給湯条例及び温
泉給湯事業特別会計の在り方をど
の様に捉え、今後どの様に考えるか
方針を伺う。

市長
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９番 ７番
是枝　みゆき
議員

1. 子育て支援について (1) 保育所等利用の認定について 市長

ア　本市の保育所申し込み案内の
保育の必要性の認定基準として、１
就労、２妊娠出産、３保護者の疾病
障害など１０項目が記されている。
１０項目目の市が認める前各号に類
する状態について、具体的な内容
の考えを伺う。

イ　育児休暇を取得できないフリー
ランスや個人経営者、家族従事者、
農家や個人商店などで働く母親
は、授乳期の間、仕事をしながら育
てる場合に、３歳未満の兄姉の入園
を認められないが、認定されない理
由は何か。

ウ　育児休暇のない自営業等の母
親のために、乳児は手元で育てる
場合でも３歳児未満の兄姉の入園
を認めないか。

(2) ファミリーサポートで子育て支援を。 市長

ア　忙しい親のサポートをするため
に、家事代行やベビーシッター、送
り迎えなど子育て援助活動支援事
業(ファミリーサポート)に取り組まな
いか。

イ　シルバー人材センターとの連携
でサポートする有償ボランティアの
登録ができないか。

2. 協働のまちづくりのための自
治会加入促進の支援につ
いて

(1) 地域ごとの自治会員の加入状況は
どうか。

市長

(2) 集合住宅に住む市民の加入状況と
傾向はどうか。

市長

(3) 市は自治会とは密接な連携を図り
ながら協働の仕組みを推進していき
たいとしているが、加入・未加入の
意思確認は各自治会に任せてあ
る。加入促進のために市はどのよう
な支援を行っているか。

市長
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(4) 不動産団体と自治会加入促進に関
する協力協定を結ばないか。

市長

(5) 自治会を応援する条例あるいは協
働のまちづくり推進条例などを設置
している自治体もある。まちづくりに
おける市の役割や支援等の必要事
項を定めている。本市も取り組まな
いか。

市長

3. 若い世代の政治への関心・
選挙投票率を上げるための
取り組みについて

(1) 衆議院選挙の年代別投票率から、
本市の傾向をどのように分析してい
るか。

選挙管理委
員会事務局

長

(2) 期日前・当日投票立会人に、１０歳
代・２０歳代の若い人を募集しない
か。

選挙管理委
員会事務局

長

(3) 投票日に、子育て世代や若者が行
きたくなるような、イベントを重ね、投
票所に行きたくなるような工夫をしな
いか。

選挙管理委
員会事務局

長
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１０番 １４番
黒田　澄子
議員

1. 公共施設のLED化の今後の
計画は。

(1) 公共施設のLED化の進捗状況と今
後の計画は。

市長
教育長

(2) 国体開催の体育館のLED化の計画
は、どうなっているのか。

市長
教育長

(3) 鹿児島市のリース契約のLED化の
現状と効果をどう考えるか。

市長
教育長

2. 低出生体重児とその保護者
の支援について問う。

(1) 本市の近年の低出生体重児の出生
数・割合の現状と動向は。
ア、499g以下　イ、500g〜999g
ウ、1000g〜1499g　エ、1500g〜
1999g
オ、2000g〜2499g

市長

(2) 本市におけるこれまでの支援の取り
組みは。

市長

(3) 低出生体重児とその保護者へ配慮
すべき内容は。

市長

(4) 当事者間で、交流できる場の提供
はできているか。

市長

(5) 現状の母子手帳だけで低出生体重
児への対応ができていると考える
か。

市長

(6) 当事者親子に寄り添った低出生体
重児のリトルベビーハンドブックにつ
いての認識と見解を問う。

市長

3. 24時間使用できるAED設置
と利用の際の女性への配慮
を問う。

(1) 24時間使用可能な本市設置のAED
の状況は。

市長
教育長

(2) 女性に配慮したAED利用時の本市
の取り組みは。

市長

(3) 女性の胸部を隠す布をAED機器に
付属できないか。

市長
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4. コロナに起因する大きな借
入金を抱える、中小零細企
業への今後の市の支援策
は。

(1) コロナ発生に起因する年収相当以
上の借入を行っている中小零細企
業の状況をどう捉えているのか。

市長

(2) 今後、返済不能等での倒産を防ぐ
手立てをどう考えているのか。

市長

5. 国が子宮頸がんワクチンの
積極的勧奨を再開した場合
の本市の取り組みを問う。

(1) 国が定期接種の積極的勧奨再開後
の本市の対応は。

市長

(2) 国が接種機会を逃した女性たちへ
の救済措置を実施した場合の本市
の対応は。

市長

6. GIGAスクール構想で配備さ
れたパソコン・タブレットの故
障時の対応は。

(1) 導入時の保証内容は。 教育長

(2) 故意ではないが、児童生徒等に
よっての故障の場合の対応はどうな
るのか。

教育長

(3) 全国的には、どのような対応をして
いるか。

教育長
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１１番 ６番
佐多　申至
議員

1. 温泉給湯事業について (1) 温泉給湯事業が設置された経緯を
説明せよ。

市長

(2) 温泉給湯事業が維持管理する配湯
管の敷設及び配湯の状況を説明せ
よ。

市長

(3) 吹上砂丘荘へ配湯された経緯を説
明せよ。

市長

(4) 吹上砂丘荘が維持管理する配湯管
はどこの地点までか。

市長

(5) 吹上砂丘荘が利用している配湯管
は現在、他の何箇所に分岐され利
用されているのか。

市長

(6) 吹上砂丘荘への配湯は今後も必要
なのか。

市長

(7) 配湯管維持管理において今後、負
担になる前に関係者会議そして第
三者協議会等を設置し、吹上砂丘
荘への配湯廃止を前提に、早急に
協議を進めるべきと考えるがどうか。

市長

2. 棚田保全について (1) 本市の棚田の現状をどう把握してい
るのか。

市長

(2) 中山間地域の人口減少及び高齢
社会が急激に進む中、地域資源と
しての棚田を、どこをどう生かそうと
し、どのような保全支援を考えてい
るのか。

市長

(3) 多様な農地利用・担い手育成を目
的とした地域や学校、企業を巻き込
んで、連携したみんなの田園など魅
力創出の地方創生事業に取り組ま
ないか。

市長
教育長

14



　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手
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質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

3. 有機農業について (1) 健康・環境問題への認識が深まっ
ているが、本市における環境保全
型農業とは何か。

市長

(2) 本市の循環型農業の取り組み状況
はどうか。

市長

(3) 永年、環境問題に取り組む有機農
業の現状を、本市はどう見据えてい
るのか。

市長

(4) 少量多品目生産で労働も多い小規
模有機栽培農家は基本、自立経営
だが、普及・拡大という視点から、技
術・農法の向上など、本市はどう支
援していくのか。

市長
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質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

１２番 １０番
福元　悟
議員

1. 農業担い手対策の現状に
ついて

（1） 本市農業の基幹作物である水稲、
甘藷、茶の本年度実績はどの様な
状況か。

市長

（2） 甘藷は基腐病の感染拡大を懸念す
るが現状はどうか。

市長

（3） 茶の価格下落が続いているが見通
しはどうか。

市長

（4） 新規就農者に対して国は1000万円
一括交付を新たな制度として発表し
たが、農業面の地方への移住者対
策とも受け止める。自然相手で競争
も厳しい中、この制度をどのように評
価しているか。

市長

2. 地区公民館の今後のあり方
について

（1） 先の９月議会の一般質問に対する
回答で、現状に課題があると答弁さ
れたが、次の計画を進めるため基
本とする考え方を示せ。

市長

（2） 地区公民館で行う諸証明書発行や
各種手続の取り扱い件数はどの様
な状況か（令和２年度、令和３年
度）。

市長

（3） 各地区公民館では、地区振興計画
を基に事業に取り組み、自治会や
集落環境の改善に成果があったと
考えるが、積み残したハード面の解
決を図るためにも地区公民館の意
見が必要ではないか。

市長

（4） 業務量が減少したと受け止めている
が、ソフト面を充実していくため、出
前講座の活用や行政課題の説明
会、社会教育の充実を図るべきで
はないか。

市長
教育長
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１３番 １６番
山口　初美
議員

1. 脱原発について (1) 現在、川内原発の特別点検が行わ
れており、いよいよ20年運転延長の
準備ではないかと市民の不安が寄
せられているが、この声にどう応える
か。

市長

2. 吹上浜沖洋上風力発電計
画について

(1) 「市民の命とくらしを考える会」が当
計画の反対署名に取り組む中で市
役所職員数名より「上司からこの署
名は書かないように言われている」
と話があった。賛成・反対に関わら
ず、職場の上司が「この署名には書
くな」というのは人権侵害・パワハラ・
思想信条の自由を侵すものであると
考えるが、市長の見解を伺う。また、
このような事例がある中で、対策の
必要性についても伺う。

市長

(2) 鹿児島県 薩摩沿岸海岸保全計画
(平成30年3月変更)は「子供達(こど
んのし)に承(つた)えよう　安全・快適
で自然豊かな薩摩の海を」をスロー
ガンとしている。当計画は県の方針
に照らした場合、問題はないのか。
観光・景観・漁場等、吹上浜の素晴
らしさを残すことができるか、見解を
伺う。

市長

(3) 当計画によって、日置市にどのよう
なメリットがあるか、見解を伺う。

市長

3. 「CO2排出ゼロ」に向けた対
策について

(1) 世界各地で異常な豪雨、台風、猛
暑、森林災害、干ばつ、海面上昇な
ど「気候危機」とも呼ばれる大問題と
なっている。このまま推移すれば
2100年には現在よりも世界平均気
温が3.3〜5.7℃上昇する見込みとさ
れている。国連IPCC(気候変動に関
する政府間パネル)の「1・5度特別
報告書」はCO2等温室効果ガスを
2030年までに2010年比45%削減、
2050年までに実質ゼロを実現する
必要があるとしている。市長のマニ
フェストにもある「ゼロカーボン社会
への転換」を実現するために、どの
ような取り組みを考えているか。ま
た、日置市でも2030、2050年といっ
た中・長期的な目標・並びに具体的
計画を早急に立て、そこに向けた取
り組みを進めるべきであると考える
がどうか、見解を伺う。

市長
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4. 飼い主のいない猫の避妊及
び去勢手術に対する助成制
度創設について

(1) 飼い主のいない猫によるトラブルが
日置市内でも一定数あり、対策が必
要である。飼い猫の場合、屋内飼育
が原則であり、かつ避妊・去勢手術
を受けさせるのもまた原則である。
猫は法的に「愛護動物」と位置付け
られ、飼い主がいない状態であって
も駆除・殺処分といった対応はすべ
きでない。それらを踏まえた上で「地
域猫」として地域住民らによって世
話をされているケースがある。飼い
主のいない猫に対しても避妊・去勢
手術を受けさせる必要があり、これ
を地域住民が自費で行なっている
ため、負担になっている。ここに助
成を行えば、飼い主のいない猫の
繁殖を防ぐことが容易になり、問題
の根本的な解決への助けとなること
が期待できる。助成制度の創設に
ついて、市長の見解を伺う。

市長

5. 各支所における林道係の配
置について

(1) 現在、林道は本庁で一括管理され
ているが、管理がいき届いていない
ように見受けられる。以前のように各
支所に林道係を配置すべきではな
いか。

市長
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質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

１４番 １３番
留盛　浩一
郎
議員

1. 本市の 農地・遊休農地・荒
廃農地等の対応・対策につ
いて

(1) 本市の農家数、耕地面積、遊休農
地、荒廃農地等の現状はどうか。

市長
農業委員会
事務局長

(2) 国・県は農地の集約を進めている
が、本市の現状はどうか。

市長
農業委員会
事務局長

(3) 「地域まるっと中間管理方式」という
のがあるが、本市での取り組み状況
はどうか。

市長
農業委員会
事務局長

(4) 有害鳥獣による農作物等への被害
状況はどうか。

市長
農業委員会
事務局長

(5) 本年度当初予算では、「電気柵設
置助成補助金」が計上されなかった
のはどうしてか。また、今後の予定
はどうか。

市長
農業委員会
事務局長

(6) 本年度当初予算では、「棚田等文
化的景観保全モデル対策事業」が
計上されなかったのはどうしてか。ま
た、今後の予定はどうか。

市長
教育長
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